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令和２年９月の出来事

　９月６日、地元の子どもたちが岩村田商店街で活きた小鮒の販売を行いました。この小
鮒は、ＳａＫｕ Ｋｉｄｓ 応援隊の皆さんが佐久の食文化を継承するために岩村田の休耕田
で育て、販売一週間前の８月30日に、参加した子どもたちが水揚げした小鮒です。
　この取り組みは、「佐久っと支援金」を活用して行われました。

　９月４日、総理大臣官邸にて令和２年防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞された佐久市
消防団の森泉団長が、９月15日、受賞報告のため市長を表敬訪問されました。

ＳａＫｕ Ｋｉｄｓ応援隊小鮒販売

令和２年防災功労者内閣総理大臣表彰の受賞報告
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ホストタウン交流事業「ハガキを使ってエールを届けよう」

銅版工芸作品受納式

　９月24日、来年に延期となった東京2020大会への出場を目指してトレーニングに励んで
いるホストタウン相手国エストニア選手の皆さんを応援するため、中込小学校３年竹組の
皆さんが、ハガキを利用した応援メッセージを作成しました。作成した応援メッセージは
英語の翻訳を加え、10月中にエストニアへ送られました。

　９月29日、公民館講座等で長年講師をされた故・荒井倉
雄氏の銅板工芸作品を、中央公民館や地区館へ計８点を寄贈
いただきくことになり、受納式を執り行いました。生前、荒
井倉雄氏は板金業を営んでいたこともあり、60歳頃から銅
板工芸彫刻を独学で始め、平成10年頃からは佐久市の公民
館活動として５か所の教室の講師を務められました。


